














































































































































































力 向 上 に 関 す る 研 究―第11報―　No.9　自 転 車 競 技　
1987
「スピードスケート選手の体力特性とパフォーマンス」Japan 






















「Amplitude reduction of H-reflex during mental 















本オリンピックスポーツ医科学研究報告 No. Ⅳ　JOC 高地
トレーニング医・科学サポート―第5報―　1996
「スピードスケート競技における低酸素トレーニングの実際―低
酸素室の試作とトレーニングの有効性」Japan Journal of 
SPORTS SCIENCES 15　1996/10
「スピードスケート競技における滑走スピードを高める工夫」

















ク委員会スポーツ医・科学研究報告 No. Ⅳ　JOC 高地トレ
ーニング医科学サポート―第9報―　2000
「Autonomic response Specificity during Motor Imagery」
Journal of Physiological Anthropology 19　2001/01
「低酸素環境利用中のトレーニング強度が performance に及ぼ
す影響」平成13年度日本オリンピック委員会スポーツ医・




ピック委員会スポーツ医科学研究報告 No. Ⅳ　JOC 高地ト
レーニング医・科学サポート―第11報―　2003
「Autonomic Nervous System Activities During Motor 






















































































「Interval training in the speed skating」The organizing 
committee for international congress of winter 
sports medicine. Sapporo　1972/02
「Telemetric electromyography in the training of speed 
skaters」The organizing committee for international 















































































―総 集 編―高 所 ト レ ー ニ ン グ 環 境 シ ス テ ム 研 究 会　
2003/03
「スピードスケートにおける動作バランス」体育の科学53／4　
2003/04
「スピードスケート選手の低酸素・高地トレーニングの効果―低
酸素環境における運動中の生理的反応の個人差―」第7回高
所トレーニング国際シンポジウム2003　飛騨御嶽　―総集
編―高所トレーニング環境システム研究会　2004/02
※ 今回掲載しております前嶋孝教授研究業績一覧の中には、多くの研究者の支援を受けて行われた研究が含
まれていますが、誌面の都合上、共同研究者あるいは執筆者のご紹介は省略させていただいております。
